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丹
波
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
幅
広
く

ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、「
市
民
の
み

な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
８
年
５
月
14
日（
木 

）・
16
日（
土 

）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
２
会
場
（
ハ
ー
ト

フ
ル
か
す
が
・
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー
）
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
住
み
た
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

10
～
20
年
後
の
丹
波
市
を
語
り
あ
お
う
」

と
題
し
て
、
未
来
に
つ
い
て
幅
広
い
テ
ー

マ
で
市
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
か
ら

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

みなさんの「声」を「提案」へとつなげていく

市民のみなさんとの意見交換会

意見を分野別に整理し
委員会に割り振り

委員会で協議し
問題点や課題を抽出する

市民からの要望事項として
市に伝える

（回答を求めるものも含む）

意見交換会

２日間で 51 人の方にご参加いただきました。

住
み
た
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
　
　
10
～
20 
年
後
の
丹
波
市
を
語
り
あ
お
う

テーマテーマ

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

各常任委員会から１年間の取組について報告

　意見交換会でいただいた意見は
全議員で共有します。市政の問題
点や課題の解決へ向けて、政策提
言につなげていくものや、市へ伝
達していくものもあります。

みなさんの「声」は
　どう反映される？

政策立案や提言に
つなげる

意見交換会でのご意見は

市議会ホームページにて

ご覧いただけます。

子育てしやすい、

こども園も希望どおり

入れるまちへ

公共交通の

利便性が高いまちへ

外国人市民の子ども

たちへのサポートが

充実したまちへ

木質バイオマスで

脱炭素社会を

実現するまちへ

「丹波ブランド」 の

価値を活かしたまちへ

若者が主体となって

自治会活動に

取り組めるまちへ

意見交換会での

主な意見

ワークショップの様子
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細細
ほ そ みほ そ み

見見　　昭昭
あきふみあきふみ

文文

大大
おおしまおおしま

嶋嶋　　恵恵
け い こけ い こ

子子

十十
と く らと く ら

倉倉　　浩浩
ひろしひろし

木質バイオマスで

ゼロカーボン社会の実現へ

未利用間伐材などの地域資

源をエネルギーとして活用。

化石燃料への依存低減が期

待できる。森林整備推進で

防災力強化にもつながる。

障がい者施設が

充実しているまち

「議員がケアマネ・施設・専

門職の会など、現場に行っ

て生の声を拾ってきて、悪

い点は改正を提言する。」と

いう意見は要の指摘だ。

車に乗れなくなっても

移動しやすいまち

特に高齢者、障がい者の移

動手段の確保は、心身共に

充実した将来の生活維持に

は重要なことだ。

前前
ま え だま え だ

田田　　安安
や す きや す き

城城

広広
ひ ろ たひ ろ た

田田　まゆみ　まゆみ

みんなで作る竹炭で

香り豊かな自然環境を

生徒が竹林から竹炭を作る

体験を通し、みんなで自然

環境を作っていく楽しさを

知り、まちづくりのきっか

けにつなげることは大切だ。

須須
す は らす は ら

原原　　弥弥
や よ いや よ い

生生

太太
お お たお お た

田田　　一一
いっせいいっせい

誠誠

大大
おおがきおおがき

垣垣　　利利
としあきとしあき

明明

高高
たかはしたかはし

橋橋　まみ　まみ

公共交通の満足度が

高いまちに

公共交通の充実を求める声が

多い。学生や高齢者の方が公

共交通を安価に、公平に利用

できるまちを望む！

子ども達が伸び伸びと

学び、成長できるまち

生徒と学校側で学校の校則

を話しあえる場所を作り、

双方の意見を聞きルールを

作成する。時代に合った校

則に変更するのも必要。

キャッチフレーズ

『丹波を耕せ！』

丹波の価値を耕作すること

が、市を盛り上げ魅力発信に

繋がる。農産物だけでなく景

色・歴史・文化の全てが素晴

らしい丹波ブランドだ！

子育てしやすい、

こども園にすぐに入れる市

丹波市在住者はもとより、

子育て世代の移住者にとっ

ても、認定こども園に希望

通り入れることは選択肢の

大きな基準になっている。

住んで、参加して

ハッピーなまちに

誰もがハッピーと感じるま

ちをめざし、若者や女性を

いかに巻き込むかという視

点を大切にしながら取り組

んでいる方々が頼もしい。

＊原稿は議員が各自作成しています。

意見交換会を終えて意見交換会を終えて

議員の印象に残った意見議員の印象に残った意見

小小
お が わお が わ

川川　　庄庄
しょうさくしょうさく

策策西西
にしもとにしもと

本本　　嘉嘉
よしひろよしひろ

宏宏 足足
あ だ ちあ だ ち

立立　　嘉嘉
よしまさよしまさ

正正

東東
ひがしさかひがしさか

坂坂　　範範
の り おの り お

雄雄

海外からのこどもたちへの

充実したサポート

外国籍のこどもたちへの充

実した教育の提供は、地域

のこどもにも多様な文化に

触れる機会を得られること

からも有用だと考える。

「丹波ブランド」の

価値を活かしたまち

丹波ブランドは農産物だけ

でなく、丹波の原風景として

も価値を求められている。都

市部から訪れる人も増え、移

住や定住につながっている。

高齢者などの移動手段が

充実しているまち

病院や買い物など誰もが安心

して暮らせるまち。特に高齢

者や障がい者にとってデマン

ドタクシーなど移動手段が充

実しているまちづくり。

農業の若い担い手が

育っているまち

耕作放棄地が増加する中、

ＡＩを活用した若い就農者

が増え、さらに丹波のブラ

ンドを生かした農業にチャ

レンジしてほしい。

吉吉
よしづみよしづみ

積積　　毅毅
つよしつよし

議員力の強い議会になるよう

質問力をつける

議会の役割を市民の皆さん

に理解してもらうには、議

員の能力を伸ばし、必要性

を伝えられる能力の向上が

とても重要であると感じた。

奥奥
おくむらおくむら

村村　　正正
まさゆきまさゆき

行行

酒酒
さ か いさ か い

井井　　浩浩
こ う じこ う じ

二二

隣近所で出会って話をする

共助の重要性を再認識した。

一方、ネット利用者の新た

な価値観を地域へどう結び

つけるかが課題である。

高校生が主体となる

ルールづくり

　意見交換会では、みなさんからた

くさんの声を伺うことができまし

た。その中で、私たち議員が印象に

残った意見とその意見を選んだ理由

についてお伝えします。
高校生が参加し、寄せてく

れた意見。学校のルールは

高校生自身が意見を出し合

い、主体的にルールづくり

に関わることが大切である。

家家
い え だい え だ

田田　　優優
ゆ う きゆ う き

樹樹

自助・共助・公助が

うまく連携できるまち

分散から集中が難しい問題

であるが、庁舎・コミュニ

ティセンター・体育館・図

書館など、将来の財政を考

慮し判断すべき課題だ。

公共施設の集中化

＊原稿は議員が各自作成しています。たんばりんぐ　　　2026 . ７　86 号5 たんばりんぐ　　　2026 . ７　86 号 4
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夢を語ろう　未来へつなごう　丹波市議会

ミミライプライプロロジジェクトェクト2026

『 若者と考える　みんなで考える　丹波市議会の未来 』 みなさんが思っている

課題について議員と

話してみませんか？

あなたの声を

聴かせてください。

井

戸
端スタイル

市民のみなさんとの

意見交換会

５名以上でお集まりいただければ、
議員がお伺いします。

出張版

議員が伺います！あなたのもとへ / /

　 対 象 者

　 市内居住者・在勤在学の方またはふるさと住民登録をされている方。

　 市内に本拠地がある団体。

　 申込み方法

　 参加申込書に①～⑧の必要事項をご記入のうえ、丹波市議会事務局へご提出ください。

　 （郵送・ＦＡＸ・メール・申込みフォーム・事務局窓口へ持参のいずれかでお申込みください）

　 ① 代表者名

　 ② 代表者住所・電話番号・メールアドレス

　 ③ 団体名称（あれば）

　 ④ 意見交換したい主な関心分野（テーマ）

　 ⑤ 開催希望日時（90 分以内。９月・12 月の定例会以外の日程をご希望ください。）

　　　※ 第２希望まで記載してください。

　 ⑥ 開催希望場所

　　　市内の公共施設等とします。会場費が発生する場合は申込者の負担となります。

　 ⑦ 出席予定人数（５人以上）

　 ⑧ 議会関係者の傍聴の可否

　 申込期限

　 【10 ～ 11 月開催希望の場合】 ８月 31 日

　 注意事項

　 ・意見交換会の進行は原則、申込者でお願いします。希望があれば議員が対応します。

　 ・市政全般について意見交換し、政策立案に繋げることを目的としています。

　   要望活動のみを目的とするもの、営利活動や宗教活動に類したもの等は受け付けません。

　 ・広報活動、記録のために録音、撮影をさせていただきます。

　 ・報道機関の取材がある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

　 ・出席する議員の指名はできませんのでご了承ください。

井戸端スタイル

申込みフォーム

　６月 14 日（日）
　春日住民センターで開催

　グループワーク前には、丹波市議会　
谷水議長が「わたしたちの『まちづくり』
攻略ガイド！」と題した丹波市議会の
説明を行いました。次に、福知山公立
大学　杉岡准教授から「若者政策 × 議
会改革」ミライプロジェクトに期待す
ることの趣旨説明をいただきました。

　市内３高等学校・氷上特別支援学校
の生徒と福知山公立大学の学生並びに
丹波市議会議員の総勢 49 人を７グルー
プに分け、熱心に提案テーマを考えま
した。

キックオフ会議 グループワーク

　６月から 10 月までを第２ステージと
して、対面での会議やオンラインツー
ルも活用して議論を深めていきます。
昨年同様にフィールドワークを実施す
る予定のグループもあります。
　第３ステージでは、11 月１日に丹波
市議会本会議場で提案発表を行います。

今後の流れ

今年はメインテーマが変わりました

今回のミライプロジェクトでは
何が変わったの？Q
本年度は「丹波市議会の未来」を
テーマに提案していただきます。A

なぜ提案先が市から市議会へ
変わったの？

高校生からいただいた提案は、市
へ伝えてきました。今年は、市議

会が実現できることに繋げていきます。
A

Q
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審議資料に誤りが生じた原因と
入札への影響は問
実施設計図書に延べ床面積や構
造などの表記に誤りがありまし

た。これを基に作成した審議資料を訂
正しましたが、入札などへの影響はあ
りません。

　道の駅あおがき再整備にかかる工事請負契約で、審議資料の誤りや
計画変更、木材利用の在り方などの議論がありました。

道の駅あおがき再整備について

答

６月定例会

論点！
ココがギロンの

木材の利用促進に関する方針が
生かされていないのでは問
空間の自由度を高くすることや耐
久性を考慮して鉄骨造とした一

方、客席の大部分の天井杉板張りなど
に市産材を活用し、木質化を図ります。

答

当初計画から大きく変更された
理由は問
飲食棟を増築から新築へ変更す
るとともに、施設の機能を維持

するため営業しながら施工することと
しました。また、水質を保全するため、
浄化槽の高性能化など計画を見直しま
した。

答
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賛否が分かれた議案と審議結果
議　　　案

結　

果

賛　

成

反　

対

須
原
弥
生

十
倉　

浩

太
田
一
誠

大
垣
利
明

高
橋
ま
み

前
田
安
城

小
川
庄
策

奥
村
正
行

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

酒
井
浩
二

吉
積　

毅

足
立
嘉
正

家
田
優
樹

広
田
ま
ゆ
み

東
坂
範
雄

大
嶋
恵
子

谷
水
雄
一

補
正

予
算 一般会計（第１号）

原案
可決

16 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 議
長

条
例

改
正

市立氷上パーキング
エリア道路サービス
施設条例

原案
可決

15 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 議
長

請
願

子どものゆたかな学びと
育ちを保障するための
2027 年度政府予算に
係る意見書採択の請願

付託先の委員
会での賛否

○ ー ○ ○ ー ー ー ● ー ○ ー ○ ー ○
委
員
長

○ ー ー

採択 11 6 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● 議
長

防犯灯（ＬＥＤ）更新に
係る補助金の追加と更新
計画の策定についての
請願

付託先の委員
会での賛否

ー ● ー ー ● ●
委
員
長

ー ○ ー ● ー ● ー ー ー ● ー

不採択 4 13 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● 議
長

意
見
書

子どものゆたかな学びと
育ちを保障するための
令和９年度政府予算に
係る意見書

原案
可決

11 6 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● 議

長

　※ ○は賛成、●は反対、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として採決には

　　 加わりません。賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

全員賛成で可決・同意・承認・採択した議案

審議結果

議　　　案

承
認

〇 市税条例の一部を改正する条例の制定に
　 係る専決処分の承認

〇 国民健康保険税条例の一部を改正する
　 条例の制定に係る専決処分の承認

〇 議案第 42 号 市立氷上パーキングエリア
　 道路サービス施設条例の一部を改正する
　 条例の制定についての原案の訂正

契
約
締
結

〇 消防団ポンプ自動車（水槽付）購入

〇 小型動力ポンプ普通積載車等購入

〇 竹山小学校校舎改修工事

〇 道の駅あおがき再整備工事

議　　　案
人
事

案
件 〇 人権擁護委員候補者の推薦　１名

補
正
予
算

〇 介護保険特別会計保険事業勘定（第１号）

〇 後期高齢者医療特別会計（第１号）

〇 看護専門学校特別会計（第１号）

条
例
改
正

〇 福祉医療費助成条例

〇 丹波市水道事業及び下水道事業の設置等
　 に関する条例及び市長等の損害賠償責任
　 の一部免責に関する条例

〇 市税条例

〇 印鑑条例

〇 消防団員等公務災害補償条例

条
例

廃
止 〇 青少年問題協議会条例

可 決全員賛成で
６月定例会

道の駅あおがき再整備事業 イメージ図

議
案
の
審
議
結
果

意見書

継続して審査 ・ 調査します

　市議会では、定例会期中以外も各委員会で継続して審査・調査を
行っています。６月定例会終了後は、下記の事項について審査・調
査することになりました。

委  員  会  名 審  査（ 調  査  ）事  項

議会運営委員会
・議会の運営に関する事項
・議長の諮問に関する事項
・議会改革推進に関する事項

総務文教常任委員会 ・中学校部活動の地域展開に関する事項

民生産建常任委員会 ・丹波市中小企業・小規模企業振興基本条例の
   検証に関する事項

補正予算書議案書等

たんばりんぐ　　　2026 . ７　86 号9 たんばりんぐ　　　2026 . ７　86 号 8



コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

広
田
ま
ゆ
み

太
田
一
誠

須
原
弥
生

家
田
優
樹

東
坂
範
雄

高
橋
ま
み

前
田
安
城

十
倉 

浩

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

細
見
昭
文

足
立
嘉
正

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

若
い
女
性
が
働
き
や
す
い
制
度
と
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
様
々
な
講
座
な
ど
を

通
じ
た
誰
も
が
い
き
い
き
と
働
け
る
組
織
づ
く

り
の
推
進
や
、
女
性
活
躍
推
進
助
成
金
、
女
性
活
躍

推
進
の
た
め
の
両
立
支
援
助
成
金
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
休
暇
取
得
奨
励
金
に
よ
り
、
企
業
の
取
組

段
階
に
応
じ
て
重
層
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
や
学
ぶ
場
所
に
よ
っ
て
生
じ
る
格
差
の

是
正
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

市
独
自
の
奨
学
金
の
給
付
に
よ
り
、
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
学
ぶ
場
所
に

よ
っ
て
生
じ
る
格
差
に
つ
い
て
は
、
今
年
９
月
か
ら

始
ま
る
休
日
の
部
活
動
地
域
展
開
に
お
い
て
、
市
内

の
中
学
生
が
継
続
的
に
ど
の
地
域
の
ク
ラ
ブ
で
も
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
受
け
皿
と
な
る
団
体
の
確

保
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
庁
舎
修
繕
に
つ
い
て

本
庁
舎
１
階
の
フ
ロ
ア
環
境
を
改
善
で
き
な
い

か
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
各
窓
口
担
当
部

署
に
お
い
て
随
時
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、課
名・

係
名
の
案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
更
新
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

答 問問答

�

無
会
派

　
　

太お

お

た田　

一い
っ
せ
い誠

第
３
期
丹
波
市
ま
ご
こ
ろ

の
里
創
生
総
合
戦
略
か
ら

人
材
確
保
の
た
め
に
、
資
格
を
持
ち
な
が
ら
実

務
に
従
事
さ
れ
て
い
な
い
「
潜
在
ケ
ア
マ
ネ
」

の
調
査
は
で
き
な
い
か
。

資
格
登
録
者
は
県
が
名
簿
管
理
し
て
い
る
た
め

情
報
入
手
は
困
難
で
す
が
、
人
材
確
保
は
重
要

と
考
え
、
関
係
者
会
議
な
ど
で
実
態
や
情
報
収
集
に

取
り
組
み
ま
す
。

行
政
手
続
き
の
代
行
な
ど
、
本
来
担
う
べ
き
で

は
な
い
業
務
（
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
）
解
消
の
た

め
、
関
係
機
関
の
役
割
を
明
確
化
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
で
き
な
い
か
。

関
係
者
か
ら
の
ご
意
見
を
十
分
に
お
聞
き
し
、

意
見
交
換
を
重
ね
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
役

割
の
明
確
化
や
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
整

理・検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
中
一
時
支
援
事
業
の
適
正
な
支
援
費
の
調
査
を

障
が
い
者
の
日
中
活
動
の
場
を
確
保
し
、
家
族

の
就
労
支
援
や
介
護
者
の
一
時
的
休
息
な
ど
を

目
的
と
す
る
日
中
一
時
支
援
事
業
の
支
援
費
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
他
市
の
状
況
調
査
を
行
う
考
え
は
。

ご
利
用
者
や
事
業
所
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境

整
備
に
向
け
、
他
市
の
支
援
費
や
運
用
実
態
の

調
査
を
行
い
、
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
参
考

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

�

公
明
党

　
　

須す

は

ら原　

弥や

よ

い生

ケ
ア
マ
ネ
の
業
務
負
担

軽
減
で
人
材
確
保
を

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
に
つ
い
て
、
対
象
と
す

る
施
策
や
事
業
の
範
囲
を
含
め
た
全
庁
的
な
方

針
が
必
要
と
考
え
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
策
定

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
適
切
に
聴
取

し
、
施
策
へ
反
映
し
て
い
く
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
福
祉
部
門
だ
け

で
な
く
、
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
部
署
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
全
庁
的
な
取
組
と
な
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
意
見
を
施
策
へ
反
映
す
る
た
め
に

は
、
検
討
の
初
期
段
階
か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

意
見
聴
取
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
案
件
に
よ
っ
て
異

な
る
た
め
、
内
容
に
応
じ
て
適
切
に
判
断
し
て

ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
意
見
が
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ

た
の
か
の
見
え
る
化
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
把

握
と
意
見
反
映
、
自

己
有
用
感
を
高
め
る
た
め

に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。 答 問問答

�
丹
新
会

　
　

家い

え

だ田　

優ゆ

う

き樹

子
ど
も
の
声
を
大
切
に

す
る
丹
波
市
へ

問答

ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。みなさんの生活に関わることについて

質問や提言を行いました。

今回は
13 人の議員が

一般質問をしました！

�

無
所
属
の
会

　
　

奥お
く
む
ら村　

正ま
さ
ゆ
き行

議
員
政
治
倫
理
審
査
会
付

帯
意
見
を
ど
う
捉
え
る
か

調
査
結
果
報
告
書
は
受
け
取
っ
て
い
る
か
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
ま
し
た
。

過
剰
と
も
思
え
る
報
告
・
連
絡
・
相
談
シ
ー
ト

や
議
長
に
何
度
も
対
応
や
公
文
書
で
回
答
を
求

め
た
こ
と
は
、
や
や
行
き
過
ぎ
た
対
応
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
や
二
元
代
表
制
へ
の
抑
止
行
為
や
名
誉
毀
損

に
当
た
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
。

事
業
の
進
捗
状
況
・
課
題
・
問
題
点
な
ど
各
部

署
か
ら
市
長
へ
伝
え
て
い
る
内
部
文
書
で
あ

り
、
過
剰
と
の
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
抗
議
・
申
入

れ
に
対
し
て
回
答
が
不
十
分
と
判
断
し
、
当
該
議
員

か
ら
十
分
な
回
答
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
た
め
、
数

回
の
催
告
を
行
い
ま
し
た
。
二
元
代
表
制
は
地
方
自

治
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
当
該
議
員
へ
の

抗
議
や
申
入
れ
は
、
各
部
署
へ
の
不
当
な
働
き
か
け

に
よ
る
執
行
権
へ
の
介
入
や
、
議
員
発
行
の
広
報
紙

に
事
実
と
異
な
る
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
抑
止
行
為
や
名

誉
毀
損
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
調
査
議
員
の
広
報
紙
申
入
書
の
回
答
文
書

で
、
謝
罪
を
行
っ
て
い
る
時
点
で
終
わ
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
。

適
切
に
対
応
い
た
だ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
判

断
し
て
い
る
た
め
、
文
書
に
よ
る
質
問
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

問問 答答

丹
波
市
の
小
中
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
状
況
や
依
存
傾
向
に
つ
い
て
把
握
・
分
析
し

て
い
る
か
。

毎
年
12
月
に
全
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
の
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
独
自
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
丹

波
市
調
査
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
率
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
中
学
生
は
９
割
以
上
、
小
学
生
で
も
５
割
以

上
が
利
用
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

保
護
者
の
約
３
割
が
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誰
と
ど

の
よ
う
な
や
り
と
り
を
し
て
い
る
の
か
把
握
し
て
い

な
い
と
回
答
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
す
。

ネ
ッ
ト
依
存
の
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
は

整
っ
て
い
る
か
。

丹
波
市
で
は
、
ま
ず
学
校
に
お
い
て
担
任
や
生

徒
指
導
担
当
、
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
か

ら
の
相
談
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
学

校
で
は
、
児
童
生
徒
の
生
活
状
況
の
観
察
や
個
別
面

談
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の

把
握
に
努
め
、
小
さ
な
変
化
を
見
逃
す
こ
と
が
な
い

よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

答 問問答

�

丹
新
会

　

  

広ひ

ろ

た田 

ま
ゆ
み

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存

予
防
と
相
談
体
制
の
強
化

子どもの意見反映の流れ

問答

問答問答

問答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

広
田
ま
ゆ
み

太
田
一
誠

須
原
弥
生

家
田
優
樹

東
坂
範
雄

高
橋
ま
み

前
田
安
城

十
倉 

浩

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

細
見
昭
文

足
立
嘉
正

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

従
来
か
ら
の
年
末
年
始
ご
み
収
集
休
止
期
間
を

想
定
す
る
と
、
令
和
９
年
度
は
ご
み
収
集
が
柏

原
・
氷
上
地
域
で
２
回
ス
キ
ッ
プ
す
る
た
め
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
今
後
ス
キ
ッ
プ
を
１
回

に
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ご
み
の
収
集
や
処
理
を
担
っ
て
い
る
方
の
労
働

環
境
を
維
持
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
12
月
30

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
収
集
し
な
い
日
に
設
定
し

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
市
民
生
活
へ
の
影
響
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
年
末
混
雑
緩
和
の
必
要
性
か

ら
、
ご
み
収
集
日
を
移
動
さ
せ
る
な
ど
の
方
策
に
よ

り
２
回
ス
キ
ッ
プ
の
頻
度
を
減
少
さ
せ
る
工
夫
を
検

討
し
ま
す
。

遠
阪
ト
ン
ネ
ル
無
料
化
に
つ
い
て

遠
阪
ト
ン
ネ
ル
は
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
一

部
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

開
通
以
来
50
年
に
わ
た
り
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

国
・
県
に
無
料
化
の
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

料
金
徴
収
期
間
が
令
和
８
年
か
ら
令
和
23
年
に

延
長
さ
れ
た
際
に
、
丹
波
市
と
し
て
「
国
へ
の

施
設
移
管
に
よ
る
無
料
化
」を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

一
方
、
ト
ン
ネ
ル
の
健
全
性
を
維
持
す
る
う
え
で
有

料
期
間
延
伸
は
や
む
を
得
な
い
判
断
と
受
け
と
め
て

お
り
、
現
時
点
で
直
ち
に
無
料
化
を
要
望
し
て
い
く

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答 問問答
�

丹
新
会

　
　

東
ひ
が
し
さ
か

坂　

範の

り

お雄

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み

収
集
ス
キ
ッ
プ
を
１
回
に

農
業
者
が
減
少
し
て
い
く
状
況
を
踏
ま
え
、
よ

り
抜
本
的
に
計
画
の
改
革
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
Ｋ
Ｇ
Ｉ
見
直
し
に
向
け
た
現
状
把

握
や
改
善
点
、
中
間
の
目
標
設
定
な
ど
は
あ
る
か
。

農
林
業
政
策
の
分
析
や
農
業
者
へ
の
聞
き
取
り

と
、
地
域
計
画
の
話
し
合
い
を
も
と
に
抜
本
的

な
改
革
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
中
の
７
本
の

柱
を
も
と
に
、必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
者
確
保
と
し
て
、
農み
の
りの
学
校
以
外
に
何
か

策
は
あ
る
か
。

人
口
が
減
り
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
担
い
手
を

確
保
す
る
に
は
、
法
人
経
営
体
の
増
加
や
地
域

ぐ
る
み
の
営
農
体
制
の
構
築
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

丹
波
市
は
中
山
間
地
が
多
く
農
地
を
暮
ら
し
の

中
で
多
面
的
に
管
理
し
て
き
た
地
域
柄
、
大
規

模
化
は
難
し
く
国
の
推
進
す
る
形
で
は
な
く
丹
波
市

独
自
の
特
色
を
打
ち
出
す

時
期
な
の
で
は
な
い
か
。

法
人
経
営
体
、
小
規

模
農
家
や
兼
業
農
家

の
後
継
者
確
保
に
向
け
て

儲
か
る
農
業
だ
け
で
な
く
、

楽
し
む
農
業
の
推
進
も
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。

答 問

�

丹
・
ま
ご
こ
ろ

　
　

高た
か
は
し橋　

ま
み

農
業
農
村
基
本
計
画
に
つ

い
て

予
測
は
難
し
い
が
、
今
年
度
の
渇
水
対
策
の
予

定
は
ど
う
か
。

気
象
状
況
の
推
移
や
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、

対
策
が
不
可
欠
な
場
合
に
は
、
経
験
を
活
か
し

迅
速
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

去
年
は
補
助
金
を
設
置
し
、
６
月
27
日
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
適
応
し
た
が
、
必
要
な
時
期
を
逃

し
て
お
り
、ポ
ン
プ
な
ど
も
品
薄
で
対
応
で
き
な
か
っ

た
。
６
月
中
に
早
期
の
補
助
要
綱
を
出
せ
な
い
か
。

あ
ら
か
じ
め
画
一
的
な
補
助
制
度
の
制
定
は
困

難
と
考
え
ま
す
。
情
報
共
有
や
迅
速
な
情
報
提

供
体
制
の
構
築
は
、
極
め
て
重
要
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

学
校
内
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て

令
和
８
年
10
月
か
ら
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
措
置
の
義
務
化
に
は
、
学
校
な
ど

は
対
象
に
な
る
の
か
。

学
校
に
つ
い
て
も
当
然
対
象
に
な
り
ま
す
。

証
拠
が
残
る
こ
と
は
予
防
・
抑
止
に
繋
が
る
。

義
務
化
に
合
わ
せ
、
学
校
内
に
も
カ
メ
ラ
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

学
校
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
必
要
で
す

が
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
良
好
な
関
係
を

維
持
す
る
こ
と
か
ら
も
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答 問

問答

�

丹
・
ま
ご
こ
ろ

　
　

前ま

え

だ田　

安や

す

き城

農
地
・
農
業
用
施
設
に
関

わ
る
渇
水
補
助
に
つ
い
て

ナ
フ
サ
危
機
が
様
々
な
産
業
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
市
内
事
業
者
の
経
営
状
況
お
よ
び
相

談
件
数
の
動
向
な
ど
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

商
工
会
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
通
じ
、
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
に
は
日
々
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
影
響
を
受
け
て
い
る
業
種
の

広
が
り
も
見
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
状
況
把
握
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
新
の
経
営
支
援
策
や
融
資
制
度
な
ど
、
事
業

所
に
情
報
が
迅
速
に
行
き
渡
る
た
め
の
広
報
体

制
は
十
分
に
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

商
工
会
な
ど
に
お
け
る
相
談
対
応
の
際
に
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
事
業
者

へ
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、
商
工
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、周
知
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
強
化
へ
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

航
空
宇
宙
産
業
の
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
姉
妹
都
市
ケ
ン
ト
市
・
オ
ー
バ
ン
市
と
本

市
が
、
産
業
面
で
よ
り
協
力
に
連
携
を
図
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
感
じ
る
が
、
現
在
ま
で
の
取
組
状
況
は
。

今
年
度
か
ら
継
続
的
に
職
員
を
両
市
に
派
遣
さ

せ
る
な
ど
、
航
空
宇
宙
産
業
を
含
む
様
々
な
分

野
で
の
連
携
の
可
能
性
や
き
っ
か
け
を
探
求
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問問答

�

公
明
党

　
　
　

十と

く

ら倉　

浩
ひ
ろ
し

中
東
情
勢
の
影
響
に
伴
う

行
政
支
援
の
強
化
を

24
時
間
救
急
体
制
の
偏
在
是
正
に
向
け
、
旧
青

垣
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
旧
医
師
住
宅
な

ど
の
遊
休
資
産
を
活
用
で
き
な
い
か
。

現
在
、
青
垣
の
24
時
間
救
急
体
制
に
向
け
て
、

旧
青
垣
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
現
青
垣

救
急
駐
在
所
や
他
の
候
補
地
も
含
め
て
調
査
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

市
内
全
域
で
24
時
間
体
制
と
な
れ
ば
人
員
の
増

員
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

新
た
な
体
制
と
な
れ
ば
消
防
職
員
の
増
員
も
検

討
と
な
り
ま
す
が
、
定
員
適
正
化
計
画
を
基
本

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
、
全
議
員
に
ま
つ
わ
る
報
告
・
連

絡
・
相
談
シ
ー
ト
の
総
数
と
人
数
は
。

市
議
会
議
員
に
関
す
る
も
の
は
12
枚
で
議
員
数

は
１
名
で
し
た
。

市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
結
果
回

答
書
で
は
、「
謝
罪
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
対

応
は
。書

面
に
て
回
答
い
た
だ
き
、
お
詫
び
と
の
内
容

も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
抗
議
文
・
申
入
書
に
対

し
、
適
切
に
対
応
い
た
だ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
判

断
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
も
文
書
に
よ
る
質
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答 問問答

�

無
所
属
の
会

　
　

小お

が

わ川　

庄
し
ょ
う
さ
く

策

救
急
体
制
の
偏
在
是
正
は

ぜ
ひ
消
防
計
画
に
諮
問
を

市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
の「
付
帯
意
見
」

で
、「
振
り
返
り
が
必
要
」
と
指
摘
さ
れ
た
が
、

市
お
よ
び
教
育
委
員
会
は
振
り
返
ら
れ
た
の
か
。

当
該
議
員
の
一
連
の
行
為
に
つ
い
て
、
十
分
な

回
答
が
あ
れ
ば
数
回
に
及
ぶ
催
告
の
必
要
は
な

く
、
付
帯
意
見
の
振
り
返
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

二
元
代
表
制
へ
の
「
抑
制
」
に
つ
な
が
る
問
題

本
件
に
関
し
、
市
と
教
育
委
員
会
が
公
文
書
で

議
長
宛
に
「
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
」

へ
の
審
査
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
条
例
の
規
定
で
は

で
き
な
い
。
こ
れ
を
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

二
元
代
表
制
の
重
要
性
は
、
権
力
の
抑
制
と
均

衡
を
図
り
、
適
正
な
市
政
運
営
と
住
民
の
多
様

な
意
見
の
反
映
を
実
現
す
る
う
え
で
、
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
公
文
書
は
お
願
い
を

し
た
も
の
で
、
撤
回
は
し
ま
せ
ん
。

「
報
告
・
連
絡
・
相
談
シ
ー
ト
」
は
、
公
文
書

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
事
実
関
係
や
客
観

性
に
問
題
が
あ
り
見
直
す
べ
き
。

「
報
告・連
絡・相
談
シ
ー
ト
」は
、事
業
の
進
捗・

課
題
を
各
部
署
か
ら
市
長
、
副
市
長
へ
情
報
と

し
て
報
告
す
る
内
部
文
書
で
す
。
見
直
す
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

答 問問答

�
日
本
共
産
党
議
員
団

　
　

西に
し
も
と本　

嘉よ
し
ひ
ろ宏

問答

答 問

市
議
会
「
政
倫
審
」
の

「
付
帯
意
見
」
に
つ
い
て

問答

収穫時期を迎えた大麦

答 問

答 問答 問答 問

問答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

広
田
ま
ゆ
み

太
田
一
誠

須
原
弥
生

家
田
優
樹

東
坂
範
雄

高
橋
ま
み

前
田
安
城

十
倉 

浩

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

細
見
昭
文

足
立
嘉
正

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

市
有
林
が
森
林
面
積
の
10
・
６
％
の
３
，

８
３
６
ha
あ
る
が
、
森
林
本
来
の
形
に
な
っ
て

い
る
の
か
、管
理
は
ど
う
か
。
ま
た
、市
有
林
を
使
っ

て
森
林
の
モ
デ
ル
を
作
る
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
有
林
の
多
く
は
山
頂
部
ま
た
は
林
道
か
ら
離

れ
た
場
所
に
あ
り
、
現
地
調
査
・
境
界
の
明
確

化
・
立
木
の
状
況
把
握
は
困
難
で
、
大
半
は
台
帳
上

で
管
理
し
て
い
ま
す
。
施
業
者
に
よ
る
搬
出
・
切
り

捨
て
間
伐
を
行
っ
て
い
る
場
所
で
市
有
林
が
含
ま
れ

る
場
合
に
は
区
域
の
確
認
を
行
い
、
市
有
林
の
地
籍

調
査
で
は
立
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
圏

に
近
い
市
有
林
で
は
支
障
木
の
伐
採
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
森
林
整
備
に
は
多
大
な
コ
ス
ト
、
時
間
、

労
力
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
市
有
林
を
使
っ
て
森
林

モ
デ
ル
を
作
る
な
ど
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
に
つ
い
て

建
築
物
全
体
と
公
共
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化

に
つ
い
て
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
る
か
。

林
野
庁
公
表
の
木
造
率
で
は
、
令
和
６
年
度
は

建
築
物
全
体
の
木
造
率
が
43
・
３
％
、
公
共
建

築
物
全
体
の
木
造
率
が
15
・
９
％
、
低
層
の
公
共
建

築
物
の
木
造
率
が
33
・
４
％
で
、
今
後
は
、
脱
炭
素

の
世
論
も
あ
り
、
公
共
建
築
物
と
民
間
建
築
物
の
木

造
・
木
質
化
が
進
ん
で
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答 問問答
�

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　

細ほ

そ

み見　

昭あ
き
ふ
み文

丹
波
市
森
林
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

地
域
猫
活
動
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
な
ど
に
対

し
、
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
助
成
制
度
以
外
に

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
活
動
支
援
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
支
援
強
化
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影

響
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
独
自
の
避
妊
・
去
勢

手
術
費
の
一
部
助
成
制
度
に
加
え
、今
年
度
か
ら「
さ

く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
」
事
業
に
参
加
し
、
無
料

手
術
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
す
る
な
ど
、
団
体
の
費
用
負

担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
他
の

自
治
体
と
遜
色
の
な
い
取
組
を
行
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
さ
ら
な
る

活
動
支
援
を
実
施
す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

野
良
猫
に
関
す
る
悩
み
に
対
応
す
る
相
談
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

動
物
愛
護
管
理
法
に
よ
り
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
つ
い
て
は
瀕
死
な
ど
の
保
護
が
必
要
な
場

合
を
除
き
、
む
や
み
に
市
が
捕
獲
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
確
保
や

保
護
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
は
兵
庫
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と

な
り
ま
す
。

答 問問答

�

丹
新
会

　
　

足あ

だ

ち立　

嘉よ
し
ま
さ正

地
域
猫
活
動
に
さ
ら
な
る

支
援
を

丹波市が発行している
地域猫活動の手引き

　請願・陳情は『市民の声を市や国に届ける』方法の一つです。
　請願は日本国憲法第 16 条で国民の基本的人権の一つとして保障され
ています。請願は紹介議員が必要ですが、陳情は一人でも可能です。
ぜひご活用ください。

あなたも議会に 声声 を届けませんか？

詳しくはこちら

陳　

情

請　

願

紹介議員

国

・
県

・
市

本会議で議決
委員会で審査

委員会で調査

全議員に写しを配布

請願者

陳情者

意見書

提出

子
ど
も
の
ゆ
た
か
な
学
び
と
育
ち
を
保
障
す
る
た
め
の

令
和
９
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

請
願
者
：
兵
教
組
氷
上
教
職
員
組
合

　
学
校
現
場
で
は
、
貧
困
・
い
じ
め
・
不
登
校
・

教
職
員
の
長
時
間
労
働
や
未
配
置
な
ど
解
決

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
教

材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
加
配
教
員
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
が

不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
令
和

９
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
、
６
項
目

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

		 		

		


		


		


		


		 		 可  決
意見書

賛成多数

　
請
願
者
に
参
考
人
と
し
て
委
員
会
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
願
意
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

防
犯
灯（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）更
新
に
係
る

補
助
金
の
追
加
と
更
新
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者
：
黒
井
区
自
治
会
長 

ほ
か

　
　
　
　

  

黒
井
区
内
自
治
会
長
10
人

　
黒
井
区
自
治
会
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
に

つ
い
て
、
請
願
者
か
ら
願
意
を
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
関
係
部
局
か
ら
現
状
や
制
度
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

		 		

		


		


		


		


		 		 不採択請　願

賛成少数

意見書全文

本会議で報告

紹
介
議
員
：
高
橋 

ま
み 　

黒
井
区
で
は
、
平
成
24
～
25
年
頃
に
一
斉
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
防
犯
灯
が
今
後
、
更
新
時
期

を
迎
え
、交
換
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

防
犯
灯
の
維
持
管
理
は
自
治
会
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
や
会
員
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
更
新
費
用
の
自
治
会
負
担

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
請
願
で
は
、
次
の

２
点
を
求
め
ま
す
。

　
　
・
防
犯
灯
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
更
新
に
対
す
る

　
　
　
補
助
制
度
の
追
加
と
、
補
助
率
は
工
事

　
　
　
費
の
２
分
の
１
と
す
る
こ
と

　
　
・
計
画
的
な
更
新
に
対
応
す
る
た
め
、

　
　
　
更
新
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

紹
介
議
員
：
西
本 

嘉
宏
、
東
坂 

範
雄

審査の様子
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意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

意
見
書
等

政
務
活
動
費

委
員
会
報
告

お
知
ら
せ

会　派　名 人数 交付上限額 支出合計 未使用額

日本共産党議員団 ２ 360,000 277,240 82,760

　西本 嘉宏　細見 昭文
  調査研究・研修費  123,660
　■  第 67 回自治体学校 in 東京
　　  （7/26 ～ 7/27　東京都千代田区）
  広報費（会派広報誌印刷代・折込料）  153,580

公　明　党 ２ 360,000 18,000 342,000

　十倉　 浩　須原 弥生
  調査研究・研修費  18,000
　■  第 30 回清渓セミナー「現場から見た介護保険制度」
　　  ほか２講義を受講（10/22　オンライン研修）

無所属の会 ２ 360,000 96,770 263,230

　小川 庄策　奥村 正行
  調査研究・研修費  96,770
　■  地方議会セミナー「事例で考える議会運営のポイント」
　　  （10/13 ～ 10/15　東京都豊島区）

丹・まごころ ３ 540,000 184,022 355,978

　前田 安城　大垣 利明
　高橋 まみ

  調査研究・研修費  184,022
　■  市町村議会議員研修「防災と議員の役割」
　　  （4/24 ～ 4/25　滋賀県大津市）
　■  第 30 回清渓セミナー「現場から見た介護保険制度」
　　  ほか４講義を受講（10/22 ～ 10/23　東京都新宿区）
　■  地方議員研究会「役所の中から見た地域福祉のリアル」
　　  ほか５講義を受講（R8. 2/8 ～ 2/10　オンライン研修）

丹　新　会 ７ 1,260,000 459,016 800,984

　吉積　 毅　足立 嘉正
　家田 優樹　大嶋 恵子
　酒井 浩二　東坂 範雄
　広田まゆみ

  調査研究・研修費  459,016
　■  第 30 回清渓セミナー「現場から見た介護保険制度」
　　  ほか４講義を受講（10/22 ～ 10/23　東京都新宿区）

無　会　派 １ 180,000 85,042 94,958

　太田 一誠
  調査研究・研修費  85,042
　■  第 30 回清渓セミナー「現場から見た介護保険制度」
　　  ほか４講義を受講（10/22 ～ 10/23　東京都新宿区）

無　会　派 １ 180,000 0 180,000
　谷水 雄一

期間：令和７年４月 ～ 令和８年３月　　　　　　　　　　　 （単位：円） 政
務
活
動
費

１
人
あ
た
り
月
額
１
万
５
千
円
。

み
ん
な
何
に
使
っ
て
い
る
の
か
な
？

政務活動費

　「政務活動費」２つ の ポイント

　　　議員１人あたり月額 1万５千円

　　　後払い精算方式

　　　　※ 未使用額は、次年度へは繰越されません。

１

２

※ ギカイクイズの答えは ②

総務文教常任委員会 ４月23日

委員会行政視察報告

　敦賀市は指定管理者の選定におい
て、利益納付の提案を評価対象にして
います。指定管理者から利益の一部を
市に納付することを目安に制度運用
されています。
　今後、丹波市の指定管理制度を考え
るうえで参考になる取組が多くあり
ました。

指定管理者制度の
運営を調査

（福井県敦賀市）

５月 ８日

　豊岡市は、交通の不便さや厳しい気
候風土により、これまで市内循環で数
多くの特産物を産み出してきました。
コウノトリとの共生や産業振興にお
いて市民や学生を巻き込み、地域の魅
力を創出し、人材育成や女性の活躍の
場を増やすなど地域に根ざす内発型
産業『オール豊岡』を発展させていま
す。市民も含めたまちぐるみで、中小
企業振興に取り組むなど、参考になる
ことが多くありました。

中小企業振興基本
条例の取組と検証

（兵庫県豊岡市）

民生産建常任委員会

丹波市の明日がみえてくる /
/

傍聴傍聴 してみませんか?

傍聴者入口の立札が目印
（車いす用のリフトも

あります）

傍聴席に座り

傍聴する

市役所３階で受付をして

資料を受け取る

傍聴者入口
から入る

少し高くなった傍聴席
からは、議場全体が
見渡せます。

１ ３２

事務局窓口でお声かけ
ください。

手話通訳者 を配置します

　手話通訳を希望される方は傍聴を希望する日の７日前までに、議会事務局に
お申し出ください。なお、希望を受けてから手話通訳者の手配を行うため、
ご希望に添えない場合もございますので予めご了承ください。

たんばりんぐ　　　2026 . ７　86 号17 たんばりんぐ　　　2026 . ７　86 号 16



　丹波市議会では、本会議

や委員会の日程のほか、市

議 会 か ら の お 知 ら せ を

フェイスブックでも配信

しています。

フェイスブックで

　　市議会情報を発信中

パソコン・スマホ
 本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委員会の様子を

インターネットで動画配信しています。

　録画映像も公開しておりますので、

見逃した方もパソコン・スマートフォン

でご覧になれます。

（ 録画映像は会議終了後、１～２週間

   で公開 ）

高校生のアイデアでスタートした

「知ってる !? ギカイクイズ」。

今回で19 回目です。議員や市議会の

ことを知る良い機会ですので、ぜひ

皆さんで考えてみてください♪

ギカイクイズギカイクイズ

※ 答えは 17 ページの一番下

【問　題】

議
ぎ か い

会にいろんな意
い け ん

見をもつ議
ぎ い ん

員がい

る理
り ゆ う

由として１番
ばん

近
ちか

いものはどれで

しょう？

①  話
はな

し合
あ

いを長
なが

くするため

②  市
し み ん

民のいろんな考
かんが

えを市
し せ い

政に

　  反
はんえい

映するため

③  議
ぎ い ん ど う し

員同士で競
きょうそう

争するため

知ってる!?

視聴後は、

傍聴者アンケート  に

ご協力ください

アンケートは

こちらから

日 月 火 水 木 金 土
8/23 24 25 26 27 28

本会議
議案提案
９：30 ～

29

30 31 9/ １ ２
本会議
一般質問

（個人）
９：30 ～

３
本会議
一般質問

（個人）
９：30 ～

４
本会議
一般質問

（個人）
９：30 ～

５

６ ７
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

８ ９
総務文教
常任委員会
９：30 ～

10
民生産建
常任委員会
９：30 ～

11
予算決算
常任委員会
９：30 ～

12

13 14
常任委員会
予備日

15
予算決算
常任委員会
９：30 ～

16
予算決算
常任委員会
９：30 ～

17 18
予算決算
常任委員会
予備日

19

20 21 22 23 24
予算決算
常任委員会
予備日

25
予算決算
常任委員会
13：30 ～

26

27 28
予算決算
常任委員会
９：30 ～

29 30
本会議
議案採決
９：30 ～

10/ １ ２ ３

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

意
見
書
等

政
務
活
動
費

委
員
会
報
告

お
知
ら
せ

９ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

７ 月 28 日 （火）

午後８時30分～

 ※ 再放送は

８ 月 ２日 （日）

午前10時30分～

放 送 日

ＦＭ８０５ たんば 
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
  議会をもっと身近に

傍聴者アンケートの結果（令和７年１月～令和７年 12 月）回答数 109 件

インターネット中継や

録画中継の視聴経験
Q

ある
（パソコン）
　43.1％

ない
　27.5％

傍聴のきっかけQ
議会や市政に関心がある

教えて！教えて！

議議会会ワワーードド
No.19No.19

　会派とは、考え方や目指す方向が近

い議員同士でつくるグループのことで

す。会派では、議案や政策について話

し合ったり、調査や視察を行ったりし

ながら活動します。

　なお、会派は政党とは異なり、地方

議会では無所属議員を含め、さまざま

な議員で構成されることがあります。

「会
か い は

派」とは？

　会派は議員同士が協力して活動するた

めのグループですが、最終的な賛成・反

対は議員一人一人が判断します。

ポイント

ある
（スマートフォン）
　19.3％

知らない
　0.9％

無回答
　9.2％

今日の議案や質問内容に関心がある

議員や市長の様子が見たかった

議員から誘われた

各種団体 ・ 知人から誘われた

議会だよりで傍聴の案内を見た

市役所に来たついで

その他

59

17

10

29

５

３

64

１

（人）

傍聴回数Q
初めて
　32.1％

５回以上
　24.8％

２～４回
　42.2％

無回答
　0.9％
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６月はミライプロジェクトの

キックオフ会議がありました。

11 月の発表まで学生の皆さん

とどのような対話がうまれる

か楽しみです。

次回は、決算審査。計画通り

に事業が実施されたかなどを

審査します。

９月

12 月６月

３月

みんなが描きたい
丹波市の未来

年齢、 性別、 障がい

の有無に関係なく

誰でも集えるまち

病院に通う交通手段など

が確保され、 高齢者が

安心して生活できるまち

いろいろな背景をもつ

子ども達がみんな望む

進路を選べる社会

受入れ体制を整え、

災害ボランティアが

活躍できるまち

若い担い手が増え、

農業が続けられる

丹波市へ

自助 ・ 共助 ・ 公助が

うまく回る仕組み

づくりができるまち

by 意見交換会の参加者

若者が住めるまち、

子どもから大人まで

住みよいまち

地域で代表的な食を

作り、 食の安全を

支えるモデル地区へ

子ども達がルールを決め、

自由に伸び伸びと学び、

成長できるまち

詳しくは２～６ページをチェック！

［ 

発
行
責
任
者 

］

議　

長　
　
　
　

谷
水　

雄
一

［ 

広
報
広
聴
委
員
会 

］

委  

員  

長　
　
　

家
田　

優
樹

副
委
員
長　
　
　

高
橋　

ま
み

委　
　

員　
　
　

十
倉　
　

浩

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

吉
積　
　

毅

委　
　

員　
　
　

東
坂　

範
雄

委　
　

員　
　
　

大
嶋　

恵
子
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